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：

質問Ａ

ａ.売上高 1 2 3 1 2 3
　（出荷高） 増加 不変 減少 増加 不変 減少
ｂ.採算 1 2 3 1 2 3
　（経常利益ベース） 好転 不変 悪化 好転 不変 悪化
ｃ.仕入単価 1 2 3 1 2 3

下落 不変 上昇 下落 不変 上昇
ｄ.従業員 1 2 3 1 2 3

不足 適正 過剰 不足 適正 過剰
ｅ.業況 1 2 3 1 2 3

好転 不変 悪化 好転 不変 悪化
f.資金繰り 1 2 3 1 2 3

好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

質問Ｂ 業界内のトピック（記述式）

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　

※ ＤI値と景気の概況

特に好調 好調 まあまあ 不振

質問事項
回　　答　　欄

前年同月と比較した
今月の水準

今月の水準と比較した向
こう3ヶ月の先行き見通し

極めて不振
DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0

48.8%

▲25＞DI

36 15 41.7%

回収率

0＞DI≧▲25

０（ゼロ）を基準として、プラスの値で景気の上向きを表す回答の割
合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回
答の割合が多いことを示す。従って、売上高などの実数値の上昇
率を示すものではなく、強気・弱気などの景気感の相対的な広がり
を意味する。

　　　　　　　　　　　ＤＩ値は、売上、採算、業況などの項目についての判断状況を表す。

　　　　　　　　　※ ＤＩ値（景況判断指数）について

調査産業

ＤＩ値 ＝ １ 増加他の回答割合 － ３ 減少他の回答割合

調査対象数
156
44

　　  と 調 査 表
 ○ 調 査 方 法  　 ：　　

製　　　造
卸 ・小売
サービス

下記「質問Ａ」をＤＩ値集計し、「質問Ｂ」で「業界内のトピック」の
記述回答。

72

43

柏の景気情報 （平成３０年１月分 ）

建　　　設 21
15
21

○ 調 査 期 間　　 ：　　平成３０年１月２６日　～　平成３０年２月６日

○ 調 査 対 象  　 ：　　柏市内156事業所及び組合にヒアリング

全 産 業

　　　　　　　　　　＜産業別回収状況＞

33
47.7%
45.5%

回答数
46.2%
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全産業 建設 製造 卸･小売 サービス
８月 ▲ 22.8 ▲ 22.2 ▲ 6.2 ▲ 42.8 ▲ 13.3
９月 ▲ 10.0 ▲ 15.0 △ 15.3 ▲ 45.4 △ 26.6

１０月 ▲ 19.7 ▲ 10.0 ±0.0 ▲ 60.0 ±0.0
１１月 ▲ 23.6 ▲ 19.0 ▲ 6.6 ▲ 50.0 ▲ 12.5
１２月 ▲ 18.3 ▲ 20.0 △ 18.7 ▲ 47.3 ▲ 18.7

１月 ▲ 15.2 ▲ 19.0 △ 20.0 ▲ 47.6 ±0.0
見通し ▲ 8.3 ▲ 14.2 △ 26.6 ▲ 33.3 ±0.0

【製造業】からは、「インバウンド対策として広告全般の勉強会を我々がする必要がある。柏はかかわってくる地域だと確
信」（印刷業）、「例年の期末需要の物件が減少」（特殊産業用機械）、「事業者同士コラボと云う考え方もあるけれど、相
互にしっかりとした責任認識が確立していないと危険」（印刷業）などのコメントが寄せられた。

【平成３０年１月の調査結果のポイント】

１月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１５．２(前月水準▲１８．３)となり、マイナス
幅が３．１ポイント縮小した。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大した業種は、製造業△２０．０(同△１８．７)である。マイナ
ス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、サービス業±０．０(同▲１８．７)、建設業▲１９．０(同▲２０．０)で
ある。マイナス幅が拡大した業種は、卸小売業▲４７．６(同▲４７．３)である。

○

≪業況ＤＩは２か月連続改善。先行きは懸念材料多く横ばいの見通し≫

【建設業】からは、「必要最小限の費用しか掛けない節約志向を強く感じる。来年の消費税ＵＰを見込んで今年のうちに
工事しようと考えるお客様がちらほら」（一般土木建築工事業）、「受注の見通しはあるが工事単価が高く採算は低い」
（電気工事業）、「知り合いの畳店に仕事依頼が以前のようにできるよう、仕事を多く受注する取組みに力を入れたい」
（内装工事業）などのコメントが寄せられた。

　見通しは今月の水準と比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ

各業種より、「原料が海外取引相場の影響で高騰し続けている」（特殊産業用機械）、「材料価格、段ボールの価格等、仕入値の高
騰が続いているが、機械販売単価に反映できないため収益圧迫」（その他の機械・同部品製造業）との声が寄せられた。

【卸小売業】からは、「客足伸びないが客単価は多少伸びているため今月は何とか昨年並み。路面店の婦人服は高齢
化に苦慮。ショッピングセンター・通販・インターネットに流れている感強し」（婦人・子供服小売業）、「そごう跡地利用が
はっきりせず客足悪化。専門店街にも今年退店あり。今後さらに悪化の傾向」（時計・眼鏡・光学機械小売業）、「正月需
要は年々低下傾向で厳しい。福袋はお菓子・住宅関連の低単価物は好調も、衣料品福袋は昨年の７掛け程度の実績。
例年より低い気温であったが、冬物衣料は十二月好調だった反動で客数が低下し前年割れ」（各種商品小売業）、「商
業施設内及び路面店の撤退・空き店舗が目立つ。消費の冷え込みは企業ごとに異なるが、採用難による人件費の高
騰・原材料の高騰・地域の核となっていた店舗の撤退による地域全体の集客力の低下・柏周辺地域の家賃等の諸経費
の高止まり等、柏市内での商売が難しい」（食料品小売業）などのコメントが寄せられた。

各業種より、「２２日の積雪の影響で車の事故が発生し大変だった」（機械器具小売業）、「２２日に２年ぶりの降雪で野菜単価はさら
に高騰するも基本生活商品需要としての食糧品は安定した売上を維持」（その他の各種商品小売業）、「例年より低い気温であった
が、冬物衣料は１２月好調であったことで反動となり客数が低下し前年割れ」（その他の各種商品小売業）、「低温の影響で客足が鈍
り売上が減少」（菓子・パン小売業）、「雪の影響で平日の客足がまばらで遠のいた」（その他の飲食料品小売業）、「今年に入ってか
ら来客数、契約数共に減少。雪や寒気の影響もあると思う」（不動産管理業）との声が寄せられた。

◎仕入高騰

◎天候不順（大雪）

【サービス業】からは、「米国の株式バブルに世界が感染、中国の旺盛な経済活動の伸びに合わせる大手企業の伸び
が目立つ。また、ネット・ＩＯＴ・ＥＶ等の第四次産業革命と正すイノベーション企業の好業績が目立つ。しかし中小企業の
改革を伴わない業種はユーフォリアになっているのが大半」（投資顧問）、「昨年オープンした柏の葉周辺のショッピング
センター、ホームセンターの影響か三十年近く続いたホームセンター閉店。一般商品は売上減少したが、新年度用品の
販売に着手したため売上はアップしたが販促セールのため利益は低い。大幅な値上げでなく微妙な値上げが続く」（そ
の他の飲食料品小売業）、「相続がらみの売却依頼は多い。これも高齢化によるもの」（不動産管理業）などのコメントが
寄せられた。

各業種より、「中途採用が順調に進んでいるため人手不足解消の兆しが見えてきた」（一般産業用機械・装置製造業）、「当社も高齢
化に伴い、引退者が増え店舗縮小せざるを得ない状態。若手育成は時間がかかるため効率化へ向けた対策をして乗り切る準備
中」（時計・眼鏡・光学機械小売業）、「新年度の端境期のため人員不足に拍車がかかる。人件費にコストがかかり過ぎる」（その他の
各種商品小売業）、「仕入が値上げしない分送料の負担要請があり負担するようになったので厳しい。人手不足の影響と思われる」
（その他の飲食料品小売業）、「人手不足は深刻な状態続く」（ソフトウェア業）との声が寄せられた。

◎人手不足
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平成29年 平成30年

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月～４月 ( １月～３月 )

全　産　業 ▲ 22.8 ▲ 10.0 ▲ 19.7 ▲ 23.6 ▲ 18.3 ▲ 15.2 ▲ 8.3 ( ▲ 14.0 )

建　　　 設 ▲ 22.2 ▲ 15.0 ▲ 10.0 ▲ 19.0 ▲ 20.0 ▲ 19.0 ▲ 14.2 ( ▲ 20.0 )

製　　　 造 ▲ 6.2 △ 15.3 ±0.0 ▲ 6.6 △ 18.7 △ 20.0 △ 26.6 ( △ 18.7 )

卸 ・ 小売 ▲ 42.8 ▲ 45.4 ▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 47.3 ▲ 47.6 ▲ 33.3 ( ▲ 36.8 )

サ ー ビ ス ▲ 13.3 △ 26.6 ±0.0 ▲ 12.5 ▲ 18.7 ±0.0 ±0.0 ( ▲ 12.5 )

【平成３０年１月の業況についての状況】

向こう３ヶ月（２月から４月）の先行き見通しについては、全産業では、▲８．３（前月水準▲１４．０）
となり、マイナス幅が５．７ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大する見通しの業種は、製造業△２６．６(同△１８．
７)である。マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、サービス業±０．０(同▲１２．
５)、建設業▲１４．２(同▲２０．０)、卸小売業▲３３．３(同▲３６．８)である。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大した業種は、製造業△２０．０(同△１８．７)であ
る。マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、サービス業±０．０(同▲１８．７)、建設業▲１
９．０(同▲２０．０)である。マイナス幅が拡大した業種は、卸小売業▲４７．６(同▲４７．３)である。

○

○

１月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１５．２(前月水準▲１８．３)となり、
マイナス幅が３．１ポイント縮小した。

平成３０年１月業況ＤＩ値（前年同月比）の推移

先行き見通し

▲ 70.0

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

△ 30.0

△ 40.0

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月

ＤＩ値

月別

平成３０年１月の業況ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0 △ 30.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成３０年１月の業況

１月
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,○

平成29年 平成30年

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月～４月 ( １月～３月 )

全　産　業 ▲ 12.8 ▲ 2.8 ▲ 9.8 ▲ 19.4 ▲ 8.4 ▲ 6.9 ▲ 4.1 ( ±0.0 )

建　　　 設 ▲ 16.6 △ 5.0 ▲ 10.0 ▲ 4.7 ▲ 10.0 ±0.0 ±0.0 ( ▲ 5.0 )

製　　　 造 ▲ 18.7 ±0.0 ±0.0 ▲ 26.6 ▲ 12.5 ±0.0 △ 26.6 ( △ 6.2 )

卸 ・ 小売 ▲ 23.8 ▲ 31.8 ▲ 55.0 ▲ 35.0 ▲ 26.3 ▲ 38.0 ▲ 33.3 ( ▲ 21.0 )

サ ー ビ ス △ 13.3 △ 26.6 △ 40.0 ▲ 12.5 △ 18.7 △ 20.0 ±0.0 ( △ 25.0 )

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大した業種は、サービス業△２０．０(同△１８．７)で
ある。マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、製造業±０．０(同▲１２．５)、建設業±０．０
(同▲１０．０)である。マイナス幅が拡大した業種は、卸小売業▲３８．０(同▲２６．３)である。

向こう３ヶ月（２月から４月）の先行き見通しについては、全産業では、▲４．１（前月水準±０．０）と
なり、マイナス幅は４．１ポイン拡大小する見通しである。

○

【平成３０年１の売上についての状況】

１月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲６．９（前月水準▲８．４）となり、マ
イナス幅が１．５ポイント縮小した。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大する見通しの業種は、製造業△２６．６(同△６．
２)である。マイナス幅が縮小する見通しの業種は、建設業±０．０(同▲５．０)である。プラス幅が縮
小する見通しの業種は、サービス業±０．０(同△２５．０)である。マイナス幅が拡大する見通しの業
種は、卸小売業▲３３．３(同▲２１．０)である。

　　平成３０年１月の売上ＤＩ値（前年同月比）の推移

先行き見通し

▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0 △ 30.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成３０年１月の売上

１月

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

△ 30.0

△ 40.0

△ 50.0

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月

ＤＩ値

月別

平成３０年１月の売上ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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平成29年 平成30年
８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月～４月 ( １月～３月 )

全　産　業 ▲ 30.0 ▲ 14.2 ▲ 26.7 ▲ 25.0 ▲ 22.5 ▲ 22.2 ▲ 19.4 ( ▲ 14.0 )

建　　　 設 ▲ 33.3 ▲ 20.0 ▲ 30.0 ▲ 19.0 ▲ 15.0 ▲ 14.2 ▲ 9.5 ( ▲ 20.0 )

製　　　 造 ▲ 18.7 ±0.0 ±0.0 ▲ 26.6 ▲ 25.0 ▲ 6.6 △ 13.3 ( △ 6.2 )

卸 ・ 小売 ▲ 38.0 ▲ 40.9 ▲ 65.0 ▲ 35.0 ▲ 31.5 ▲ 57.1 ▲ 57.1 ( ▲ 26.3 )

サ ー ビ ス ▲ 26.6 △ 20.0 ±0.0 ▲ 18.7 ▲ 18.7 ±0.0 ▲ 13.3 ( ▲ 12.5 )

先行き見通し

　　平成３０年１月の採算ＤＩ値（前年同月比）の推移

○ １月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲２２．２（前月水準▲２２．５）となり、
マイナス幅は０．３ポイント縮小した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、サービス業±
０．０(同▲１８．７)、製造業▲６．６(同▲２５．０)、建設業▲１４．２(同▲１５．０)である。マイナス幅が
拡大した業種は、卸小売業▲５７．１(同▲３１．５)である。

向こう３ヶ月（２月から４月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１９．４（前月水準▲１４．
０）であり、マイナス幅が５．４ポイント拡大する見通しである。

○

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大する見通しの業種は、製造業△１３．３(同△６．
２)である。マイナス幅が縮小する見通しの業種は、建設業▲９．５(同▲２０．０)である。マイナス幅
が拡大する見通しの業種は、幅の大きい順に、卸小売業▲５７．１(同▲２６．３)、サービス業▲１３．
３(同▲１２．５)である。

【平成３０年１月の採算についての状況】

▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成３０年１月の採算

１月

▲ 70.0

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

△ 30.0

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月

ＤＩ値

月別

平成３０年１月の採算ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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○

平成29年 平成30年
８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月～４月 ( １月～３月 )

全　産　業 ▲ 21.4 ▲ 34.2 ▲ 36.6 ▲ 30.5 ▲ 40.8 ▲ 44.4 ▲ 33.3 ( ▲ 36.6 )

建　　　 設 ▲ 22.2 ▲ 35.0 ▲ 40.0 ▲ 23.8 ▲ 20.0 ▲ 33.3 ▲ 33.3 ( ▲ 20.0 )

製　　　 造 ▲ 6.2 ▲ 30.7 ▲ 25.0 ▲ 40.0 ▲ 43.7 ▲ 46.6 ▲ 13.3 ( ▲ 37.5 )

卸 ・ 小売 ▲ 33.3 ▲ 40.9 ▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 57.8 ▲ 61.9 ▲ 47.6 ( ▲ 52.6 )

サ ー ビ ス ▲ 20.0 ▲ 26.6 ▲ 26.6 ▲ 18.7 ▲ 43.7 ▲ 33.3 ▲ 33.3 ( ▲ 37.5 )

先行き見通し

【平成３０年１月の仕入単価についての状況】

○ １月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲４４．４（前月水準▲４０．８）となり、
マイナス幅が３．６ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、サービス業▲３３．３(同▲４３．７)
である。マイナス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、建設業▲３３．３(同▲２０．０)、卸小売業
▲６１．９(同▲５７．８)、製造業▲４６．６(同▲４３．７)である。

　　平成３０年１月の仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移

向こう３ヶ月（２月から４月）の先行き見通しについては、全産業では、▲３３．３（前月水準▲３６．
６）となり、マイナス幅が３．３ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、製造
業▲１３．３(同▲３７．５)、卸小売業▲４７．６(同▲５２．６)、サービス業▲３３．３(同▲３７．５)であ
る。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、建設業▲３３．３(同▲２０．０)である。

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月

ＤＩ値

月別

平成３０年１月の仕入単価ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

▲ 70.0 ▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成３０年１月の仕入単価

１月
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○

平成29年 平成30年

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月～４月 ( １月～３月 )

全　産　業 △ 12.8 △ 22.8 △ 22.5 △ 16.6 △ 21.1 △ 25.0 △ 29.1 ( △ 22.5 )

建　　　 設 △ 11.1 △ 25.0 △ 30.0 △ 28.5 △ 20.0 △ 33.3 △ 33.3 ( △ 20.0 )

製　　　 造 △ 18.7 △ 30.7 △ 31.2 △ 26.6 △ 18.7 △ 26.6 △ 33.3 ( △ 18.7 )

卸 ・ 小売 △ 4.7 △ 9.0 ±0.0 ±0.0 △ 5.2 △ 14.2 △ 23.8 ( △ 10.5 )

サ ー ビ ス △ 20.0 △ 33.3 △ 33.3 △ 12.5 △ 43.7 △ 26.6 △ 26.6 ( △ 43.7 )

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、建設業△３３．３
(同△２０．０)、卸小売業△１４．２(同△５．２)、製造業△２６．６(同△１８．７)である。プラス幅が縮小
した業種は、サービス業△２６．６(同△４３．７)である。

【平成３０年１月の従業員についての状況】

○

向こう３ヶ月（２月から４月）の先行き見通しについては、全産業では、△２９．１（前月水準△２２．
５）であり、プラス幅が６．６ポイント拡大する見通しである。

先行き見通し

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大する見通しの業種は、幅の大きい順に、製造業
△３３．３(同△１８．７)、建設業△３３．３(同△２０．０)、卸小売業△２３．８(同△１０．５)である。プラ
ス幅が縮小する見通しの業種は、サービス業△２６．６(同△４３．７)である。

　　平成３０年１月の従業員ＤＩ値（前年同月比）の推移

１月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、△２５．０（前月水準△２１．１）となり、
プラス幅が３．９ポイント拡大した。

▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0 △ 30.0 △ 40.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成３０年１月の従業員

１月

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

△ 30.0

△ 40.0

△ 50.0

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月

ＤＩ値

月別

平成３０年１月の従業員ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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平成29年 平成29年
８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月～４月 ( １月～３月 )

全　産　業 ▲ 15.7 ▲ 5.7 ▲ 9.8 ▲ 12.5 ▲ 5.6 ▲ 2.7 ▲ 4.1 ( ±0.0 )

建　　　 設 ▲ 11.1 ▲ 5.0 ±0.0 ▲ 14.2 ±0.0 ▲ 4.7 ▲ 4.7 ( ±0.0 )

製　　　 造 ▲ 25.0 ±0.0 ▲ 6.2 ▲ 6.6 △ 6.2 △ 20.0 △ 20.0 ( △ 12.5 )

卸 ・ 小売 ▲ 23.8 ▲ 22.7 ▲ 25.0 ▲ 25.0 ▲ 21.0 ▲ 19.0 ▲ 23.8 ( ▲ 10.5 )

サ ー ビ ス ±0.0 △ 13.3 ▲ 6.6 ±0.0 ▲ 6.2 ±0.0 ±0.0 ( ±0.0 )
　

先行き見通し

平成３０年１月の資金繰りＤＩ値（前年同月比）の推移

【平成３０年１月の資金繰りについての状況】

１月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲２．７（前月水準▲５．６）となり、マ
イナス幅が２．９ポイント縮小した。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大した業種は、製造業△２０．０(同△６．２)である。
マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、サービス業±０．０(同▲６．２)、卸小売業▲１９．０
(同▲２１．０)である。マイナス幅が拡大した業種は、建設業▲４．７(同±０．０)である。

向こう３ヶ月（２月から４月）の先行き見通しについては、全産業では、▲４．１（前月水準±０．０）と
なり、マイナス幅が４．１ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大する見通しの業種は、製造業△２０．０(同△１２．
５)である。変らない見通しの業種は、サービス業±０．０(同±０．０)である。マイナス幅が拡大する
見通しの業種は、幅の大きい順に、卸小売業▲２３．８(同▲１０．５)、建設業▲４．７(同±０．０)であ
る。

○

○

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月

ＤＩ値

月別

平成３０年１月の資金繰りDＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0 △ 30.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成３０年１月の資金繰り

１月
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前年比 先行き 前年比 先行き 前年比 先行き 前年比 先行き
全  業  種 ▲ 6.9 ▲ 4.1 ▲ 22.2 ▲ 19.4 ▲ 44.4 ▲ 33.3 △ 25.0 △ 29.1
建　　　設 ±0.0 ±0.0 ▲ 14.2 ▲ 9.5 ▲ 33.3 ▲ 33.3 △ 33.3 △ 33.3
製　　　造 ±0.0 △ 26.6 ▲ 6.6 △ 13.3 ▲ 46.6 ▲ 13.3 △ 26.6 △ 33.3
卸 ・小売 ▲ 38.0 ▲ 33.3 ▲ 57.1 ▲ 57.1 ▲ 61.9 ▲ 47.6 △ 14.2 △ 23.8
サービス △ 20.0 ±0.0 ±0.0 ▲ 13.3 ▲ 33.3 ▲ 33.3 △ 26.6 △ 26.6

前年比 先行き 前年比 先行き
全  業  種 ▲ 15.2 ▲ 8.3 ▲ 2.7 ▲ 4.1
建　　　設 ▲ 19.0 ▲ 14.2 ▲ 4.7 ▲ 4.7
製　　　造 △ 20.0 △ 26.6 △ 20.0 △ 20.0
卸 ・小売 ▲ 47.6 ▲ 33.3 ▲ 19.0 ▲ 23.8
サービス ±0.0 ±0.0 ±0.0 ±0.0

【ＤＩ値集計表】

従業員

業況 資金繰り

売上高（受注・出荷） 採算 仕入単価
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【平成３０年１月業種別業界内トピックス】

業種別 概　　　　　　　　　　　　況 トピック 業種

必要最小限の費用しか掛けないという節約志向を強く感じる。また、来年の消費税
UPを見込んで今年のうちに工事をしようという考えのお客様がちらほら。

経費節約
消費税増税 一般土木建築工事業

受注の見通しはあるが工事単価が高く採算は低い。 採算悪化
電気工事業

1/22の積雪の影響で車の事故が発生し大変だった。 天候不順
機械器具小売業

知り合いの畳店に仕事の手伝いの依頼が以前のようにできるよう、仕事を多く受注
する取組みに力を入れたいと思います。

経営努力

内装工事業

インバウンド対策として、このタイミングでの広告全般の勉強会を我々がする必要が
ある。柏はかなりかかわってくる地域だと確信している。

インバウンド
印刷業

原料が海外取引相場の影響で高騰し続けている。例年の期末需要の物件が減少し
ている。

為替相場
仕入高騰
受注減少

特殊産業用機械

材料価格、段ボールの価格等、仕入値の高騰が続いている。機械販売単価に反映
できないため収益を圧迫している。

仕入高騰
利益圧迫 その他の機械・同部品製造業

事業者同士コラボと云う考え方もあるけれど、相互にしっかりとした責任認識が確立
していないと危険である。簡単には乗れない。

事業コラボ
印刷業

中途採用が順調に進んでいるため人手不足について解消の兆しが見えてきた。 人手不足
一般産業用機械・装置製造業

客足伸びず、単価は多少伸びているが今月は何とか昨年並み。路面店の婦人服は
高齢化に苦慮している。ショッピングセンター、通販、インターネットに流れている感
強し。

売上横ばい
高齢化の影響 婦人・子供服小売業

そごう跡地利用がはっきりせず、ますます客足悪化。専門店街にも今年退店者あり
今後さらに悪化の傾向。当社も高齢化に伴い、引退者が春にて増え店舗縮小せざる
を得ない状態。若手育成は時間がかかるため効率化へ向けた対策をして乗り切る準
備中。

そごうの影響
人手不足

時計・眼鏡・光学機械小売業

正月需要は年々低下傾向で厳しい月間となった。福袋はお菓子・住宅関連の低単価
物は好調も、衣料品福袋は昨年の７掛け程度の実績。例年より低い気温であった
が、冬物衣料は１２月好調であったことで反動となり客数が低下し前年割れ。２２日
に２年ぶりの降雪で野菜単価はさらに高騰するも基本生活商品需要としての食糧品
は安定した売上を維持。

正月不調
天候不順
仕入高騰 その他の各種商品小売業

新年度の端境期のため人員不足に拍車がかかる。人件費にコストがかかり過ぎる。 人手不足
その他の各種商品小売業

ここ１～２年、商業施設内及び路面店の撤退・空き店舗が目立つようになった気がし
ます。消費の冷え込みは企業ごとに実感が異なると思いますが、採用難による人件
費の高騰・原材料の高騰・地域の核となっていた店舗の撤退による地域全体の集客
力の低下・柏周辺地域の家賃等の諸経費の高止まり等、柏市内での商売が難しい
業種が増えてきたのではないでしょうか。

人手不足
仕入高騰
集客低下

各種食料品小売業

低温の影響で客足が鈍り売上が減少した。 天候不順
売上減少 菓子・パン小売業

米国の株式バブルに世界が感染、中国の旺盛な経済活動の伸びに合わせる大手
企業の伸びが目立つ。また、ネット、IOT、EV等の第4次産業革命と正すイノベーショ
ン企業の好業績が目立つ、。しかし中小企業の改革を伴わない業種はユーフォリア
になっているのが大半か。

海外経済の影響
技術革新好調

投資顧問

昨年オープンした柏の葉周辺のショッピングセンター、ホームセンターの影響か30年
近く続いたホームセンター閉店。雪の影響で平日の客足がまばらで遠のいた。この
ため一般商品の売上が減少したが、新年度用品の販売に着手したため売上はアッ
プしたが販促セールのため利益は低い。大幅な値上げでなく微妙な値上げが続く。
また、値上げしない分送料の負担要請があり負担するようになったので厳しい。人手
不足の影響と思われる。

大型店出店の影響
天候不順
採算悪化
人手不足 その他の飲食料品小売業

今年に入ってから来客数、契約数共に減少しています。雪や寒気の影響もあると思
います。相変わらず相続がらみに売却依頼は多いです。これも高齢化によるものと
思われます。

売上減少
天候不順
高齢化の影響 不動産管理業

人手不足は深刻な状態続く。 人手不足
ソフトウェア業

建設

製造業

卸小売

サービス業
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平成３０年１月ＣＣＩ‐ＬＯＢＯとの比較

【業況ＤＩ】 全産業合計では、「柏の景気」が▲１５．２に対し、「ＣＣＩ‐ＬＯＢＯ」が▲１４．
４で柏の方がマイナス幅が０．８ポイント大きい。業種別では、「柏の景気」
の方が良い業種は、製造業・サービス業で１０ポイント以上良い。「柏の景
気」の方が悪い業種は、建設業・卸小売業であり、卸小売業では１０ポイン
ト以上悪い。

【売上ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲６．９に対し、「ＣＣＩ‐ＬＯＢＯ」が▲１０．３
で柏の方がマイナス幅が３．４ポイント大きい。業種別では、「柏の景気」の
方が良い業種は、建設業・サービス業で、１０ポイント以上良い。変わらな
い業種は、製造業。「柏の景気」の方が悪い業種は、卸小売業で、１０ポイ
ント以上悪い。

【従業員ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が△２５．０に対し、「ＣＣＩ-ＬＯＢＯ」が△２３．
９で柏の方がプラス幅が１．１ポイント大きい。業種別では、「柏の景気」の
方が良い業種は、製造業・製造業である。「柏の景気」の方が悪い業種は、
サービス業・卸小売業であり、卸小売業では１０ポイント以上悪い。

【資金繰りＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲２．７に対し、「ＣＣＩ-ＬＯＢＯ」が▲９．８で
柏の方がマイナス幅が７．１ポイント小さい。業種別では、「柏の景気」の方
が良い業種は、建設業・製造業・サービス業であり、製造業では１０ポイント
以上良い。「柏の景気」の方が悪い業種は、卸小売業である。

【採算ＤＩ】

【仕入単価ＤＩ】

全産業合計では、「柏の景気」が▲２２．２に対し、「ＣＣＩ-ＬＯＢＯ」が▲１５．
３で柏の方がマイナス幅が６．９ポイント大きい。業種別では、「柏の景気」
の方が良い業種は、製造業・サービス業であり、サービス業では１０ポイン
ト以上良い。「柏の景気」の方が悪い業種は、建設業・卸小売業であり、卸
小売業では１０ポイント以上悪い。

全産業合計では、「柏の景気」が▲４４．４に対し、「ＣＣＩ-ＬＯＢＯ」が▲４１．
４で柏の方がマイナス幅が３．０ポイント大きい。業種別では、「柏の景気」
の方が良い業種は、建設業・サービス業である。「柏の景気」の方が悪い業
種は、卸小売業・製造業であり、卸小売業では１０ポイント以上悪い。
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 3 調査期間：平成30年1月16日～22日 
 
調査対象：全国の422商工会議所が3872企業 
     にヒアリング調査を実施 

Ｃ Ｃ Ｉ － Ｌ Ｏ Ｂ Ｏ 
商 工 会 議 所 早 期 景 気 観 測（1 月速報） 
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産
業
用
機
械
、
自
動

車
関
連
を
中
心
と
し
た
生
産
や
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
め
た
観
光

需
要
は
堅
調
に
推
移
す
る
も
の

の
、
深
刻
な
人
手
不
足
の
影
響
に

加
え
、
鉄
鋼
、
農
産
物
な
ど
の
仕

入
価
格
や
燃
料
費
の
上
昇
に
よ

る
収
益
圧
迫
か
ら
、
建
設
業
や
飲

食
・
宿
泊
業
な
ど
サ
ー
ビ
ス
業
の

業
況
感
が
悪
化
し
た
。
た
だ
し
、

「
好
転
」
か
ら
「
不
変
」
へ
の
変

化
も
押
し
下
げ
要
因
と
な
っ
た

こ
と
に
留
意
が
必
要
。
中
小
企
業

の
景
況
感
は
、
総
じ
て
緩
や
か
な

回
復
基
調
が
続
い
て
い
る
も
の

の
、
足
元
で
一
服
感
が
み
ら
れ

る
。 

 

先
行
き
に
つ
い
て
は
、
先
行
き

見
通
し
Ｄ
Ｉ
が
▲
１
３
．
６
（
今

月
比
＋
０
．
８
ポ
イ
ン
ト
）
と
ほ

ぼ
横
ば
い
を
見
込
む
。
個
人
消
費

の
持
ち
直
し
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

を
含
め
た
観
光
需
要
拡
大
、
輸
出

や
設
備
投
資
の
堅
調
な
推
移
、
補

正
予
算
な
ど
へ
の
期
待
感
が
う

か
が
え
る
。
他
方
、
人
手
不
足
の

影
響
拡
大
や
、
原
材
料
費
・
燃
料

費
・
運
送
費
の
上
昇
、
コ
ス
ト
増

加
分
の
販
売
価
格
へ
の
転
嫁
遅

れ
を
懸
念
す
る
声
も
多
く
、
中
小

企
業
の
業
況
感
は
ほ
ぼ
横
ば
い

で
推
移
す
る
見
通
し
。 

 

○
各
業
種
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
特

徴
的
な
コ
メ
ン
ト
は
以
下
の
と

お
り
。 

  

産
業
別
に
み
る
と
、
今
月
の
業

況
Ｄ
Ｉ
は
前
月
に
比
べ
、
建
設

業
、
サ
ー
ビ
ス
業
で
悪
化
、
小
売

業
で
ほ
ぼ
横
ば
い
、
そ
の
他
の
２

業
種
で
改
善
し
た
。
各
業
種
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
特
徴
的
な
コ
メ
ン

ト
は
以
下
の
と
お
り
。 

 
【
建
設
業
】「
鉄
骨
等
の
建
材
価

格
や
燃
料
費
、
人
手
不
足
に
伴
う

人
件
費
、
外
注
費
の
増
加
が
続
い

て
い
る
。
予
算
額
を
超
え
て
し
ま

う
工
事
が
増
え
て
お
り
、
採
算
確

保
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
」（
一

般
工
事
業
）、「
工
場
や
ビ
ル
と
い

っ
た
設
備
投
資
需
要
が
多
く
、
売

上
は
改
善
。
今
後
は
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
や
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

等
の
波
及
効
果
が
期
待
で
き
、
見

通
し
も
明
る
い
」（
建
築
工
事
業
） 

 

【
製
造
業
】「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需

要
に
加
え
、
越
境
Ｅ
Ｃ
（
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
通
販
サ
イ
ト
を
通
じ

た
国
際
的
な
電
子
商
取
引
）
が
好

調
で
、
取
引
先
の
化
粧
品
業
界
か

ら
の
受
注
が
増
加
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
能
力
増
強
を
目
的
と
し

た
設
備
投
資
を
急
き
ょ
実
施
し

た
」（
紙
製
品
製
造
業
）、「
引
き
合

い
は
多
い
が
、
人
手
不
足
で
対
応

で
き
ず
、
短
納
期
の
案
件
は
断
ら

ざ
る
を
得
な
い
。
人
手
不
足
を
解

消
す
る
た
め
、
求
人
募
集
を
か
け

て
い
る
も
の
の
、
全
く
応
募
が
無

い
」（
金
属
加
工
機
械
製
造
業
） 

 

【
卸
売
業
】「
取
引
先
の
自
動
車
業

界
か
ら
の
受
注
が
多
く
、
増
収
増

益
が
続
く
。
従
業
員
の
長
時
間
労

働
の
削
減
に
取
り
組
み
、
さ
ら
な

る
採
算
改
善
を
目
指
す
」（
産
業
用

機
械
卸
売
業
）、「
白
菜
や
キ
ャ
ベ

ツ
が
１
１
月
以
降
の
冷
え
込
み
で

不
作
と
な
り
、
仕
入
価
格
が
高
騰

し
て
い
る
。
急
激
な
上
昇
で
価
格

転
嫁
が
間
に
合
わ
ず
、
採
算
悪
化

と
な
っ
た
」（
農
産
物
卸
売
業
） 

 

【
小
売
業
】「
消
費
者
の
低
価
格
志

向
か
ら
売
上
が
伸
び
悩
ん
で
い
る

こ
と
に
加
え
、
人
件
費
や
電
気
代

な
ど
が
増
加
し
、
採
算
が
採
れ
な

く
な
っ
て
い
る
」（
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
）、「
中
国
人
な
ど
の
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
需
要
が
好
調
で
、
売
上

は
改
善
。
さ
ら
な
る
売
上
増
に
向

け
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し

た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
た
」（
百
貨
店
） 

 

【
サ
ー
ビ
ス
業
】「
配
送
需
要
は
多

い
が
、
軽
油
価
格
が
昨
年
１
月
か

ら
、
１
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
１
４
円

以
上
上
昇
し
て
い
る
。
当
社
で
は

軽
油
価
格
が
１
リ
ッ
ト
ル
当
た
り

１
０
円
増
加
す
る
と
、
月
１
０
０

万
円
の
経
費
増
と
な
り
、
収
益
を

圧
迫
さ
れ
る
」（
運
送
業
）、「
省

力
化
を
目
的
と
し
た
企
業
の
Ｉ

ｏ
Ｔ
投
資
が
増
加
し
て
お
り
、
売

上
は
改
善
。
受
注
量
の
増
加
に
伴

い
、
人
手
不
足
が
顕
著
と
な
っ
て

き
た
た
め
、
賃
上
げ
を
実
施
し
、

人
材
確
保
を
図
る
」（
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
業
） 

全国・産業別業況ＤＩの推移 
｢見通し｣は当月水準に比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ 

 全産業 建 設 製 造 卸 売 小 売 ｻｰﾋﾞｽ 
８月 ▲ 18.2 ▲ 14.2 ▲  6.9 ▲ 17.0 ▲ 36.3 ▲ 17.2 

９月 ▲ 15.3 ▲  7.4 ▲ 10.1 ▲ 19.2 ▲ 31.4 ▲ 10.8 

１０月 ▲ 16.0 ▲ 11.4 ▲  9.3 ▲ 13.1 ▲ 34.6 ▲ 12.8 

１１月 ▲ 14.9 ▲ 10.0 ▲  4.2 ▲ 24.3 ▲ 31.7 ▲ 10.9 

１２月 ▲ 13.3 ▲  7.4 ▲  6.7 ▲ 17.4 ▲ 25.8 ▲ 11.5 

１月 ▲ 14.4 ▲13.6 ▲  5.1 ▲ 12.2 ▲ 25.2 ▲ 16.1 

見通し ▲ 13.6 ▲ 14.4 ▲  3.4 ▲ 13.8 ▲ 24.7 ▲ 13.8 

 



 調査期間 : 平成30年1月26日～2月6日 
 
調査対象：柏市内１５６事業所及び組合に 

ヒアリング、回答数７２件 
 

柏 の 景 気 情 報 
（１月の調査結果のポイント） 

柏 

市 

の 

業 

況 

業
況
Ｄ
Ｉ
は
２
か
月
連
続
改

善
。
先
行
き
は
懸
念
材
料
多
く

横
ば
い
の
見
通
し 

１
月
の
全
産
業
合
計
の
Ｄ
Ｉ

値(

前
年
同
月
比
ベ
ー
ス
、
以

下
同
じ)

は
、
▲
１
５
．
２(

前

月
水
準
▲
１
８
．
３)

と
な
り

マ
イ
ナ
ス
幅
が
３
．
１
ポ
イ
ン

ト
縮
小
し
た
。 

業
種
別
で
は
、
前
月
水
準
と

比
べ
て
、
プ
ラ
ス
幅
が
拡
大
し

た
業
種
は
、
製
造
業
△
２
０
．

０(

同
△
１
８
．
７)

で
あ
る
。

マ
イ
ナ
ス
幅
が
縮
小
し
た
業
種

は
、
幅
の
大
き
い
順
に
、
サ
ー

ビ
ス
業
＋
－
０
．
０(

同
▲
１

８
．
７)

、
建
設
業
▲
１
９
．

０(

同
▲
２
０
．
０)

で
あ
る
。

マ
イ
ナ
ス
幅
が
拡
大
し
た
業
種

は
、
卸
小
売
業
▲
４
７
．
６(

同

▲
４
７
．
３)

で
あ
る
。 

【
建
設
業
】
か
ら
は
、「
必
要
最

小
限
の
費
用
し
か
掛
け
な
い
節
約

志
向
を
強
く
感
じ
る
。
来
年
の
消

費
税
Ｕ
Ｐ
を
見
込
ん
で
今
年
の
う

ち
に
工
事
し
よ
う
と
考
え
る
お
客

様
が
ち
ら
ほ
ら
」（
一
般
土
木
建
築

工
事
業
）、「
受
注
の
見
通
し
は
あ

る
が
工
事
単
価
が
高
く
採
算
は
低

い
」（
電
気
工
事
業
）、「
知
り
合
い

の
畳
店
に
仕
事
依
頼
が
以
前
の
よ

う
に
で
き
る
よ
う
、
仕
事
を
多
く

受
注
す
る
取
組
み
に
力
を
入
れ
た

い
」（
内
装
工
事
業
）
な
ど
の
コ
メ

ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。 

【
製
造
業
】
か
ら
は
、「
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
対
策
と
し
て
広
告
全
般
の

勉
強
会
を
我
々
が
す
る
必
要
が
あ

る
。
柏
は
か
か
わ
っ
て
く
る
地
域

だ
と
確
信
」（
印
刷
業
）、「
例
年
の

期
末
需
要
の
物
件
が
減
少
」（
特
殊

産
業
用
機
械
）、「
事
業
者
同
士
コ

ラ
ボ
と
云
う
考
え
方
も
あ
る
け
れ

ど
、
相
互
に
し
っ
か
り
と
し
た
責

任
認
識
が
確
立
し
て
い
な
い
と
危

険
」（
印
刷
業
）
な
ど
の
コ
メ
ン
ト

が
寄
せ
ら
れ
た
。 

【
卸
小
売
業
】
か
ら
は
、「
客
足

伸
び
な
い
が
客
単
価
は
多
少
伸
び

て
い
る
た
め
今
月
は
何
と
か
昨
年

並
み
。
路
面
店
の
婦
人
服
は
高
齢

化
に
苦
慮
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
・
通
販
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

流
れ
て
い
る
感
強
し
」（
婦
人
・
子

供
服
小
売
業
）、「
そ
ご
う
跡
地
利

用
が
は
っ
き
り
せ
ず
客
足
悪
化
。

専
門
店
街
に
も
今
年
退
店
あ
り
。

今
後
さ
ら
に
悪
化
の
傾
向
」
（
時

計
・
眼
鏡
・
光
学
機
械
小
売
業
）、

「
正
月
需
要
は
年
々
低
下
傾
向
で

厳
し
い
。
福
袋
は
お
菓
子
・
住
宅
関

連
の
低
単
価
物
は
好
調
も
、
衣
料

品
福
袋
は
昨
年
の
７
掛
け
程
度
の

実
績
。
例
年
よ
り
低
い
気
温
で
あ

っ
た
が
、
冬
物
衣
料
は
十
二
月
好

調
だ
っ
た
反
動
で
客
数
が
低
下
し

前
年
割
れ
」（
各
種
商
品
小
売
業
）、

「
商
業
施
設
内
及
び
路
面
店
の
撤

退
・
空
き
店
舗
が
目
立
つ
。
消
費
の

冷
え
込
み
は
企
業
ご
と
に
異
な
る

が
、
採
用
難
に
よ
る
人
件
費
の
高

騰
・
原
材
料
の
高
騰
・
地
域
の
核
と

な
っ
て
い
た
店
舗
の
撤
退
に
よ
る

地
域
全
体
の
集
客
力
の
低
下
・
柏

周
辺
地
域
の
家
賃
等
の
諸
経
費
の

高
止
ま
り
等
、
柏
市
内
で
の
商
売

が
難
し
い
」（
食
料
品
小
売
業
）
な

ど
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。 

【
サ
ー
ビ
ス
業
】
か
ら
は
、「
米

国
の
株
式
バ
ブ
ル
に
世
界
が
感

染
、
中
国
の
旺
盛
な
経
済
活
動
の

伸
び
に
合
わ
せ
る
大
手
企
業
の
伸

び
が
目
立
つ
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト
・
Ｉ

Ｏ
Ｔ
・
Ｅ
Ｖ
等
の
第
四
次
産
業
革

命
と
正
す
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
企
業

の
好
業
績
が
目
立
つ
。
し
か
し
中

小
企
業
の
改
革
を
伴
わ
な
い
業
種

は
ユ
ー
フ
ォ
リ
ア
に
な
っ
て
い
る

の
が
大
半
」（
投
資
顧
問
）、「
昨
年

オ
ー
プ
ン
し
た
柏
の
葉
周
辺
の
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
の
影
響
か
三
十
年
近
く

続
い
た
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
閉
店
。

一
般
商
品
は
売
上
減
少
し
た
が
、

新
年
度
用
品
の
販
売
に
着
手
し
た

た
め
売
上
は
ア
ッ
プ
し
た
が
販
促

セ
ー
ル
の
た
め
利
益
は
低
い
。
大

幅
な
値
上
げ
で
な
く
微
妙
な
値
上

げ
が
続
く
」（
そ
の
他
の
飲
食
料
品

小
売
業
）、「
相
続
が
ら
み
の
売
却

依
頼
は
多
い
。
こ
れ
も
高
齢
化
に

よ
る
も
の
」（
不
動
産
管
理
業
）
な

ど
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。 

一
月
の
景
気
キ
ー
ワ
ー
ド 

◎
人
手
不
足 

各
業
種
よ
り
、「
中
途
採
用
が
順

調
に
進
ん
で
い
る
た
め
人
手
不
足

解
消
の
兆
し
が
見
え
て
き
た
」（
一

般
産
業
用
機
械
・
装
置
製
造
業
）、

「
当
社
も
高
齢
化
に
伴
い
、
引
退

者
が
増
え
店
舗
縮
小
せ
ざ
る
を
得

な
い
。
若
手
育
成
は
時
間
が
か
か

る
た
め
効
率
化
へ
向
け
た
対
策
を

し
て
乗
り
切
る
準
備
中
」（
時
計
・

眼
鏡
・
光
学
機
械
小
売
業
）、「
新

年
度
の
端
境
期
の
た
め
人
員
不
足

に
拍
車
が
か
か
る
。
人
件
費
に
コ

ス
ト
が
か
か
り
過
ぎ
る
」（
そ
の
他

の
各
種
商
品
小
売
業
）、「
仕
入
が

値
上
げ
し
な
い
分
送
料
の
負
担
要

請
が
あ
り
負
担
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
厳
し
い
。
人
手
不
足
の
影

響
と
思
わ
れ
る
」（
そ
の
他
の
飲
食

料
品
小
売
業
）、「
人
手
不
足
は
深

刻
な
状
態
続
く
」（
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

業
）
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。 

◎
仕
入
高
騰 

各
業
種
よ
り
、「
原
料
が
海
外
取

引
相
場
の
影
響
で
高
騰
し
続
け
て

い
る
」（
特
殊
産
業
用
機
械
）、「
材

料
価
格
、
段
ボ
ー
ル
価
格
等
の
仕

入
値
高
騰
が
続
い
て
い
る
が
、
機

械
販
売
単
価
に
反
映
で
き
な
い
た

め
収
益
圧
迫
」（
機
械
・
同
部
品
製

造
業
）
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。 

◎
天
候
不
順
（
大
雪
） 

各
業
種
よ
り
、「
二
十
二
日
の
積

雪
の
影
響
で
車
の
事
故
が
発
生
し

大
変
だ
っ
た
」
（
機
械
器
具
小
売

業
）、「
２
年
ぶ
り
の
降
雪
で
野
菜
単

価
は
さ
ら
に
高
騰
す
る
も
基
本
生

活
商
品
需
要
と
し
て
の
食
糧
品
は

安
定
し
た
売
上
を
維
持
」（
各
種
商

品
小
売
業
）、「
例
年
よ
り
低
い
気
温

で
あ
っ
た
が
、冬
物
衣
料
は
十
二
月

好
調
で
あ
っ
た
こ
と
で
反
動
と
な

り
客
数
が
低
下
し
前
年
割
れ
」（
各

種
商
品
小
売
業
）、「
低
温
の
影
響
で

客
足
が
鈍
り
売
上
が
減
少
」（
菓
子
・

パ
ン
小
売
業
）、「
雪
の
影
響
で
平
日

の
客
足
が
ま
ば
ら
で
遠
の
い
た
」

（
飲
食
料
品
小
売
業
）、「
今
年
に
入

っ
て
か
ら
来
客
数
、契
約
数
共
に
減

少
。雪
や
寒
気
の
影
響
も
あ
る
と
思

う
」（
不
動
産
管
理
業
）
と
の
声
が

寄
せ
ら
れ
た
。 

 全
国
の
商
工
会
議
所
早
期
景
気
観

測
調
査(CCI-LOBO)

と
の
比
較 

 

全
産
業
合
計
で
は
、「
柏
の
景
気
」

が
▲
１
５
．
２
に
対
し
、「
Ｃ
Ｃ
Ｉ

䢢
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
」
が
▲
１
４
．
４
で
柏

の
方
が
マ
イ
ナ
ス
幅
は
０
．８
ポ
イ

ン
ト
大
き
い
。
業
種
別
で
は
、「
柏

の
景
気
」
の
方
が
良
い
業
種
は
、
製

造
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
で
１
０
ポ
イ
ン

ト
以
上
良
い
。「
柏
の
景
気
」
の
方

が
悪
い
業
種
は
、
建
設
業
・
卸
小
売

業
で
あ
り
、卸
小
売
業
で
は
１
０
ポ

イ
ン
ト
以
上
悪
い
。 

柏の景気情報・産業別業況ＤＩ 

 全産業 建設 製造 卸･小売 ｻｰﾋﾞｽ 

８月 ▲22.8 ▲22.2 ▲ 6.2 ▲42.8 ▲13.3 

９月 ▲10.0 ▲15.0 △15.3 ▲45.4 △26.6 

１０月 ▲19.7 ▲10.0 ± 0.0 ▲60.0 ± 0.0 

１１月 ▲23.6 ▲19.0 ▲ 6.6 ▲50.0 ▲12.5 

１２月 ▲18.3 ▲20.0 △18.7 ▲47.3 ▲18.7 

１月 ▲15.2 ▲19.0 △20.0 ▲47.6 ± 0.0 

見通し ▲8.3 ▲14.2 △26.6 ▲33.3 ± 0.0 

「見通し」は今月の水準と比較した向こう 3 ヶ月の先行き見通しＤＩ 


